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新理事長・学長にきく 新入生の皆さんに贈るメッセージ 活躍する市大人

2018年度学生表彰

研究紹介 卒業・修了作品展

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　広報委員会
○E-mail：kikaku@m.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel：082-830-1666　○Fax：082-830-1656
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学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学 広報委員会
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Challenge yourself to do what you can
here in Hiroshima and out in the world.

おおば　　　 ちえこ

国際学部長　大庭 千恵子わかばやし　しんいち

理事長・学長　若林 真一
にし　 まさひろ

情報科学研究科情報工学専攻 教授　西 正博
　国際学部での学びは、より新しくなりま
す。英語を含むさまざまな言語を用いてコ
ミュニケーション力を育む科目、5つのプロ
グラム（「国際政治・平和」「公共政策・
NPO」「国際ビジネス」「多文化共生」「言
語・コミュニケーション」）を連携させて多面
的な問題解決力を養成する専門科目、そし

て国内外での活動につなぐアクティブ科目。
　国際学部の４年間で、CARPability（創造力Creativity、他者と
関わりつつ行動する力Action with collaborative skills、客観的
に振り返る力Reflectiveness、「次」への企画力Planning for the 
next step）を身に付けるため、さまざまなチャレンジをしてください。
　広島で、世界で。その経験がこれからのあなたを支えていくで
しょう。

夢の実現、
未来の創造のために

かくだ　　よしあき

情報科学部長　角田 良明

　大学に在籍する期間は、人生の礎を築く
貴重なものです。皆さんの長い人生からす
れば極めて短いですが、比較的自由に使え
ます。入学したら、まず、何のために学ぶの

か、学びを通して、どのような知識や技能を修得し、どのような素養
や能力を身に付けるべきかをじっくり考えてみましょう。それらが分か
れば、皆さんは主体的に勉強しさまざまな活動を体験することによ
り、将来のために必要な探究力と生きる力を修得できるでしょう。情
報科学部では、そのために必要な情報科学分野の専門科目をそろ
えているだけでなく、インターンシップ、留学などの活動の機会も提
供します。さらなる向上のために、大学院へ進学することも身近にあ
ります。ぜひ、皆さんの夢の実現、未来の創造に向かって前進しま
しょう。

航海のための、
知識と経験と感性 

いとう　 としみつ

芸術学部長　伊東 敏光

　美術家やデザイナーにとって、創作のた
めの最も重要な要素は独創性です。皆さん
が独創的であろうとすれば、誰かの後追い
ではなく、独自の道を切り開いて行かなけれ

ばなりません。創作の仕事は大海原を行く航海のようであり、頼りに
なるのは自分自身の知識と経験と研ぎ澄まされた感性です。 
 学部での４年間はその航海のための準備期間です。文化芸術に
関する歴史と伝統を学び、多様な価値観に触れ、思考を深めなが
ら感性を磨いてください。そのためには与えられた課題だけでなく、
海外の学術交流協定大学への留学や社会連携プロジェクトの機
会などを積極的に利用して、自身の嗜好や特性を活かす方法を経
験を通じて培ってください。 

―理事長・学長就任にあたっての
抱負をお願いします。
　広島市立大学は1994年度に
開学し、2019年度に創立25周
年を迎えました。この間、建学の基
本理念「科学と芸術を軸に世界
平和と地域に貢献する国際的な
大学」を具現化する基盤はしっか

りと形作られ、地域に根付いてきました。特に、「いちだい知のトライ
アスロン」事業をはじめとするユニークな全学共通教育（教養教
育）、文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
（COC+）」にも選定された地域貢献人材の育成、海外学術交流
協定大学の拡充等や国際学生寮「さくら」新設によるグローバル
人材の育成は本学の教育を特色付けるものです。また、人類史上
最初の被爆都市・広島にある公立大学として、この４月には大学院
平和学研究科を設置するなどし、平和に関する教育研究にも全力
で取り組んでいます。
　理事長・学長就任にあたっては、これまでに築かれた大学の基盤
をさらに発展させ、広島地域において確固たる地位を築き、名実と
もに「市民に愛され、市民の誇りとなる大学」となることを目指してい
きたいと考えています。特に、地域貢献人材育成を含む地域貢献
機能の強化、グローバル人材育成教育のより一層の充実、平和に
関する教育研究機能の強化に取り組みたいと考えています。

―新入生をはじめとした本学学生、保護者等の皆さんへメッセー
ジをお願いします。
　広島市立大学は大学院生を含めて学生数が約2,000名、３学
部から成る比較的小さな大学ですが、文系の国際学部、理系の情
報科学部、さらに芸術学部という特色ある学部構成を持つ総合大
学であり、約200名の専任教員による少人数教育を実践していま
す。昨年４月にはキャンパス内に国際学生寮「さくら」を新設し、大
学にいながらにして国際交流ができる環境も整えました。
　2019年は21世紀生まれの高校生が大学に入学する初めての
年になります。これから21世紀を生きていく学生に伝えたいこととし
て、AI（人工知能）が発達し、多くの仕事がコンピュータで実現でき
るようになると予想されている中、これからの社会を生き抜くために
は、物事を深く考える力、大量にあふれる情報の中から重要で本質
的なものを見抜く力、他者とコミュニケーションを取りながら協働で
仕事をしていく力がますます重要になってきます。専門分野の知識・
技能の習得とともに、こうした力を身に付けることが大切です。
　学生の皆さんには、このような自覚を持った上で、勉学、課外活
動、留学、地域貢献、あるいは芸術活動に取り組み、充実した大学
生活を送ることを望みます。大学は学生の挑戦と成長を全力で支
援します。保護者の皆さま、地域の皆さまにおかれましては、広島市
立大学へのご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。

2019年4月、情報科学研究科の若林真一教授が、理事長兼学長
に就任しました（任期：2019年4月1日から2023年3月31日）。今回
は若林新理事長・学長に、今後の抱負などを伺いました。

オープンソースソフトウェア開発で海外へ

全文検索のコンサルティングなどの仕事を経て、現在は
Elasticsearch株式会社でコミュニティエンジニアとして活
躍されている大谷さんにお話を伺いました。

―広島市立大学情報科学部
を志望した理由を教えてくだ
さい。
最初に私がコンピュータに触
れたのは小学生くらいの時で
す。私の叔父が、持っていた
PC-6001でゲームをやらせて
くれたことでした。高校の頃に、
コンピュータの中身になんとな
く興味を持っていたところ、ちょうど私が高校を卒業するタイミングで
コンピュータに関連する学部もある広島市立大学が開学するという
話を耳にしました。これは何かの縁だろうということで受験しました。
　―大学時代にはどのようなことを学びましたか。
情報工学科では、コンピュータに関する幅広い内容（ハードウェア
からOS、ソフトウェアまで）を学びました。CPUを設計する実験や、
簡単なプログラムを書いてみたり、さまざまなことを経験できたのは
良かったと思っています。最近のシステム開発やプログラミングでは、
フレームワークで基本的な処理の部分が隠された状況で処理を記
述することが多いです。例えば、Webの通信の仕組み、OSの中身
の動きや基本的な構成を知っていると、フレームワークの仕組みを
理解しやすくなります。また、事前の問題点予測や、実際に問題が
発生した時の問題発見が早くなります。結局、基礎を勉強しておい
たことが新しい技術を自分の中に取り込むための近道になっている
と日々実感しています。
　―Elasticsearch株式会社について教えてください。
アムステルダムに本社のあるソフトウェア/サービス開発の会社で
す。Elasticsearch、Kibanaといったオープンソースソフトウェア
（略：OSS）を開発し、これらを使用したさまざまなサービスを提供して
います。Elas t icsea rchは、検索エンジンのソフトウェアで、
Wikipediaや日経電子版の検索窓の後ろでデータを検索するのに

使用されています。弊社の従
業員は世界各地で働いてい
ます。やりとりはビデオ会議な
どを含むオンラインで行います。
半年に一度、連帯感を深める
ため、北米やヨーロッパにエン
ジニアたちが集まる機会も設
けられています。仕事の話がメ
インですが、夜はみんなで食

事をして日本や他の国のドラマや映画の話題で盛り上がったりする
魅力的な会社です。
　―コミュニティエンジニアとはどのような仕事ですか。
基本的には自社のOSSを利用している人たちに新機能を紹介した
り、ユーザーの人たちを元にコミュニティを立ち上げ、助け合う場をう
まく形成していくのが仕事になります。
　―今の仕事でのやりがいは何ですか。
OSSの開発には世界中の人たちが参加しています。技術を通じて
世界中の人と話ができます。いくつか自分で開発しているツールを
OSSとして公開していますが、ドイツやブラジルの人から「いいね」を
もらうことがあります。また、問題点を発見し報告を受けて改善する
ことができます。そのようにOSSを元にして世界中の人たちとつなが
ることができるのが私の仕事の面白いところです。私自身も助けて
もらってきた経験が多くあるので、自分も何かの役に立てるようにと
思い、疑問を持っている人を見かけては解決していくということに楽
しさを感じています。自分でも最近わかったことですが、技術的なこと
を人にわかりやすく論理的に説明するということが面白いようで、や
りがいにつながっています。
　―最後に後輩たちへメッセージをお願いします。
高校、大学の頃は英語が苦手でした。いまだに苦手です（笑）。就
職して数年の間は、特に英語ができなくても日本語だけでこの先
ずっとやっていけると思っていました。ただ、ITの分野は特にですが、
最先端の情報を入手するためには英語が重要になってきます。また、

OSSの活動をする際も、海外
の人たちとの会話（読み書き）
が必要になってきます。「英語
はちょっと」などと壁を作らず、
少しずつでもいいので英語に
触れる機会を作っておき、海
外に視野を広げてさまざまな
考え方を吸収していけばきっと
面白いことが見つかります。

日本法人Elasticsearch株式会社 コミュニティエンジニア　大谷 純さん（情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻2000年度修了）
おおたに　じゅん

大谷純（おおたに・じゅん）
広島市立大学情報科学研究科（博士前期課程）
情報工学専攻2000年度修了。
日本法人Elasticsearch株式会社 コミュニティエ
ンジニア
Elasticsearch勉強会の立ち上げを行うなど、日本
でKibanaなどのElastic Stackを広める活動をし
ている。

学長奨励賞

学生顕彰

情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻2年
やました　  ゆうじ

山下 裕司
国際会議ITC-CSCC2017においてBest Paper Awardを受賞。

国際学部国際学科4年
はたなか　 なおと

畑中 直人
ルワンダのNPO法人と広島のNGOでインターンを行い、ルワンダでの経験を踏まえ、中学校等で授業を実施。

情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻2年
てらもと　　けいご

寺本 圭吾
2017年度電子情報通信学会コンピュータシステム研究会において優秀若手講演賞を受賞。

情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻2年
のせ　　ようへい

能勢 陽平
国際会議FPT2018の設計コンテストで２名のチームで準優勝。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻1年
はまもと　　 ゆか

濱元 祐佳
第５回未来展グランプリ受賞。

第25回広島市立大学大学祭実行委員会
第25回広島市立大学大学祭の企画・準備・運営に尽力。

情報科学部医用情報科学科4年
なかしま　  けんた

中嶋 健太

情報科学部知能工学科3年
すずき　　いちろう

鈴木 一郎
国際学部国際学科3年

おおはし　　なお

大橋 菜緒

地域の一員として、消防団の活動に精励。（上記3名）

サークルS2
第21回広島ユネスコ活動奨励賞を受賞。

エスツー

落語研究会落花生
地域での落語会やロボット落語などの取組で多数のメディアにも出演。

らっかせい

芸術学部デザイン工芸学科3年
たなか　　 ゆうな

田中 優菜
第11回Tokyo Midtown Award 2018アート部門において優秀賞、審査員特別賞、オーディエンス賞を受賞。

本学では、学内外で顕著な活動をした学生たちの表彰制度を設けています。
2018年度は、次の学生が「学長奨励賞」「学生顕彰」を受賞しました。

※学年は受賞当時

在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。
第22回広島市立大学 芸術学部

卒業制作優秀作品

2019年２月13日（水）から17日（日）まで、広島市現代美術館およ
び本学内において、2018年度の卒業制作と修了制作の作品展
が開催されました。日本画、油絵、彫刻、デザイン、工芸の作品が展
示され、多数の来場者がありました。ここでは、卒業制作、修了制作
のうち優秀作品を紹介します。

修了制作優秀作品

染織造形「記憶に咲く花」　清水 美於奈

油絵「まほろば」　松尾 奈保

日本画「刻 と々」　小山 千尋

住民の皆さまとのカメラシステムの設置

スマートフォン同士による通信の様子

彫刻「跡雲」　黒岩 悠史

日本画「地の憶」　岸本 祥太

現代表現「操縦」　魏 偉

金属造形「12星座のギメルリング」
田中 幸奈

草の根災害情報伝搬システムの基本構成

油絵「此処に眠りて滲む」　松本 凌介

金属造形「ReBoarn」　但馬 敦

視覚造形「一口毛峰茶」　董 蓉

「草の根災害情報伝搬
システム」開発

　2016年度からの３年

間の総務省戦略的情報

通信研究開発推進事業

（SCOPE）プロジェクトと

して、「草の根災害情報

伝搬システム」を開発し

ている取組を紹介しま

す。本取組では、情報工学専攻ネットワークコースの３研究室（ネッ

トワークソフトウェア研究室、情報ネットワーク研究室、モニタリング

ネットワーク研究室）とKDDI総合研究所が連携して進めており、豪

雨災害の被害を低減することを目的として、災害の危険性の高い

箇所を赤外線カメラで撮影し、その画像をスマートフォン同士の通

信を介して、草の根的に地域住民の皆さまに伝わるシステムを開発

しています。実際に現地にカメラを設置する際や、スマートフォンを

用いた伝送実験の際には、地域住民の方にご協力いただき、住民

の皆さまの声を反映させながら開発を進めています。現在、市内６カ

所にて危険箇所を監視するカメラシステムが稼働しており、スマート

フォン同士の通信以外にも、パソコンを用いることにより、インター

ネットを通じてリアルタイムに現地の様子を確認できます。 2018年

７月の豪雨の際には、安佐北区三入地区では住民の方がこのカメ

ラ画像を見て避難されたとの報告もあり、住民の皆さまからはこの

取組に対して感謝の言

葉を多くいただいていま

す。今後も、地域の皆さ

まとともに防災や減災に

つながるシステム開発を

続けていきたいと考えて

います。

おめでとうございます
■本学大学院における博士学位取得者（2018年度 春季修了）

■情報科学研究科の学生らが教育システム情報学会研究会で受賞
　2018年９月、情報科学研究科（博士前期課程）2年の中野美登里さん、情報
科学研究科の松原行宏教授、岡本勝講師、岩根典之准教授が発表した論
文が、研究会優秀賞を受賞。

■情報科学研究科の教員らがKUKA Best Paper Award 3rd 
placeを受賞
　2018年９月、情報科学研究科の古川亮准教授、日浦慎作教授らが発表した
論文がKUKA Best Paper Award 3rd placeを受賞。

■芸術学部の学生と協力研究員が第11回Tokyo Midtown Award 
2018で受賞
　2018年10月、芸術学部デザイン工芸学科染織造形３年の田中優菜さんが
優秀賞・審査員特別賞・オーディエンス賞を、芸術学研究科（博士前期課程）
修了生で芸術学部協力研究員の髙瑞雪さんが優秀賞を受賞。

■情報科学研究科の学生らが電気・情報関連学会中国支部連合大会で受賞
　2018年10月、情報科学研究科（博士前期課程）１年の井原みのりさんと、同
２年の山本大貴さん、深町侑加さん、三浦大輝さん、寺本圭吾さん、三宅雄介
さんが、平成30年度電子情報通信学会中国支部連合大会奨励賞を受賞。  

■情報科学研究科の学生がフレッシュITあわ～どで受賞
　2018年10月、情報科学研究科（博士前期課程）１年の行廣和倫さんが作品
部門において優秀賞を受賞。

■情報科学研究科の学生がセンサ・マイクロマシンと応用システムシンポ
ジウムで受賞
　2018年11月、情報科学研究科（博士前期課程）２年の光成勇樹さんが奨励
賞を受賞。

■芸術学研究科生らの作品が清風会芸術奨励買上賞を受賞
　2018年11月、芸術学部が推薦する学生・卒業生の作品を五日市記念病院
内で展示する清風会芸術奨励作品展において、芸術学研究科（博士前期課
程）２年の高勒さん、松本俊介さん、修了生の中谷彩加さん、芸術学部４年の
井上舞さんの作品が清風会芸術奨励買上賞を受賞。

■情報科学部の学生が人類働態学会東日本地方会で受賞
　2018年11月、情報科学部システム工学科４年の北村颯馬さんが優秀発表
賞を受賞。

■情報科学研究科の教員らがAutonomous Vehicle Driving 
Competition using FPGAで準優勝
　2018年12月、情報科学研究科の児島彰助教と情報科学研究科（博士前
期課程）２年の能勢陽平さんが準優勝。

■情報科学部の学生が人類働態学会第43回西日本地方会で受賞
　2018年12月、情報科学部４年の原浩樹さんが、若手優秀発表賞を受賞。

■平和活動サークルS2が広島ユネスコ活動奨励賞を受賞
　2019年１月、平和活動サークルS２が、第21回広島ユネスコ活動奨励賞を
受賞。

市大ニュース
■いちだい知のトライアスロン７代目『知の鉄人』の表彰式を開催
　2018年11月、知の鉄人表彰式を行いました。７代目知の鉄人は、国際学部１
年生の齊藤秀太さん。

■芸術学部の実習補助員が広島護国神社の大絵馬を制作
　2018年12月、芸術学部日本画研究室実習補助員の浅埜水貴さんが制作し
た大絵馬が、広島市中区の広島護国神社に奉納されました。

■卒業式・学位記授与式を開催
　2019年３月22日（金）、広島市立大学卒業式・学位記授与式が挙行され、晴
れて卒業・修了を迎えた卒業生370名および博士前期・後期課程修了生87
名に学位記が授与されました。

※学年は受賞当時

４月１日（月）～７日（日）
４月２日（火）

４月２日（火）～５日（金）
４月２日（火）～５日（金）

４月８日（月）
４月８日（月）～19日（金）
５月21日（火）～６月３日（月）
６月４日（火）～６月10日（月）

６月14日（金）
７月15日（月・海の日）

７月16日（火）～７月29日（月）
７月30日（火）～８月９日（金）
８月10日（土）～９月30日（月）
８月11日（日・山の日）
８月13日（火）・14日（水）

前期（４月１日～９月30日）
春季休業
入学式
オリエンテーション
定期健康診断
前期授業開始
前期履修手続期間
補講週（６時限に補講を行う週）
第１ターム試験期間
開学記念日（授業実施）
月曜日の授業実施
補講週（６時限に補講を行う週）
前期定期試験
夏季休業
ホームカミングデー
全学休業日

2019年度　学年暦（前期）

氏名
若林　真一
石田　賢治
渡辺　智恵
伊東　敏光
大芝　　亮
笠原　　浩
井上　智生
藤坂　尚登
西　　正博
松原　行宏
李　　在鎬
南　　昌伸
吉田　幸弘
永井　　均

役職名
理事長・学長

理事・副学長（企画・戦略担当）
理事・副学長（教育・研究担当）

芸術学部長
広島平和研究所長・平和学研究科長

副理事（広報担当）
副理事（入学試験担当）

副理事（情報担当）・情報処理センター長
副理事（学生支援担当）・キャリアセンター長

副理事（内部質保証・ＩＲ担当）
語学センター長
芸術資料館長
芸術学部副学部長

広島平和研究所副所長・平和学研究科副研究科長

役員等選任（異動分）

区分

退職

退任

転任

採用

昇任

氏　名
小林　康秀
佐藤　　学
大矢　英雄
末松　伸朗
髙橋　隆一
七搦　綾乃
日浦　慎作
湯浅　　剛
西田　竜也
武藤　彩加
難波　英嗣
有持　　旭
稲葉　通将
百武　弘登
沖村　理史
大芝　　亮
石黒賢一郎
劉　　　婷
小林　　真
丸橋　光生
山咲　博昭

ゴーマン,マイケル
田村　慶一
今村　雅弘
大塚　智嗣
目黒　紀夫
李　　　玲
釣谷　幸輝
中村　　圭
齋藤　　徹
長谷川義大
脇田　　航

　　　　　　　　 職　名
情報科学研究科教授（３月31日付け）
情報科学研究科教授（３月31日付け）
芸術学部教授（３月31日付け）
情報科学研究科准教授（12月４日付け）
情報科学研究科准教授（３月31日付け）
芸術学部助教（３月31日付け）
情報科学研究科教授（３月31日付け）
広島平和研究所教授（３月31日付け）
国際学部准教授（３月31日付け）
国際学部准教授（３月31日付け）
情報科学研究科准教授（３月31日付け）
芸術学部講師（３月31日付け）
情報科学研究科助教（３月31日付け）
情報科学研究科教授（４月１日付け）
広島平和研究所教授・平和学研究科教授（４月１日付け）
広島平和研究所特任教授・平和学研究科特任教授（４月１日付け）
芸術学部准教授（４月１日付け）
国際学部講師（４月１日付け）
情報科学研究科助教（４月１日付け）
芸術学部助教（４月１日付け）
企画室特任助教（４月１日付け）
国際学部教授（４月１日付け）
情報科学研究科教授（４月１日付け）
芸術学部教授（４月１日付け）
芸術学部教授（４月１日付け）
国際学部准教授（４月１日付け）
国際学部准教授（４月１日付け）
芸術学部准教授（４月１日付け）
芸術学部准教授（４月１日付け）
情報科学研究科講師（４月１日付け）
情報科学研究科講師（４月１日付け）
情報科学研究科講師（４月１日付け）

教員の人事異動

■2019年度オープンキャンパス開催日のお知らせ
2019年度は、６月16日（日）【プレ・オープンキャンパス】、８月４日（日）【オープン
キャンパス】、10月14日（月・祝）【ライブ・キャンパス】に開催します。

氏名（敬称略） 　　学　位
博士（情報工学）鎌田　　真


